献呈の辞 by 森,章
献 呈 の 辞
中村美智夫教授は,1999年5月 に満70歳 を迎 えられ,2000年3月 末をもって明治大学商学部
を定年退職されることにな りました。
明治大学商学部を1955年 に卒業 された先生は,本 学大学院商学研究科修士課程 を修了 したの
ち,京 都短期大学,鹿 児島商科短期大学,鹿 児島経済大学 を経て,1962年 に母校の商学部専任
講師 として迎 えられました。その後,先 生 は,本 学部の助教授 そして1969年 に教授 とな り,約
40年 になろうとする長 きにわたって私たちの商学部の教育研究の発展のために尽力 して こられ
ました。
先生は,明 治大学商学部における原価計算論の科 目を一筋 に担当されてこられました。先生
の真摯なお人柄が滲み出たその講義は,学 生たちの会計の勉学 にとって有意義なものとな り,
その教鞭 を通 して本学部の会計学教育 に貢献 してきました。
と同時に,先 生 は,明 治大学経理研究所の指導室長を長期 にわたって務められました。 この
任務 は本学の各学部学生 に対 して会計知識を広 く普及 させ,公 認会計士などの資格を習得させ
ることにありましたが,そ のために力を注いだ先生は数多 くの有為 な会計士のi輩出を見事にな
し遂 げ,そ の重責を果たされ ました。
また,研 究の領域では,先 生は,東 独における原価計算の理論 ・制度 ・実務 を系統的に究明
されて,資 本主義会計 と体制を異 にする国における会計 との比較検討を通 じて会計の研究方法
の確立 ・深化 を追及されました。 日本では希有なこの社会主義原価計算の研究は労作 『原価計
算論序説』 として結実 し,こ れにより商学博士の学位 を取得 されました。先生が東独の社会主
義原価計算 を研究されることになる契機は,ふ たつの要因があ りました。そのひとつは,若 い
ころ医師を志して京都府立医科大学に進学 した折 り身につけた ドイツ語が十分に活用で きるこ
とであり,も うひとつは,故 武田孟,故 松尾憲橘の両教授 によって戦後いち早 く開拓されてい
た社会主義会計研究 において,東 独の会計が未開拓の分野 としてあったか らであるといわれて
います。
さらに,先 生は,学 内では商学部産業経営学科長 として学部改革に取 り組 まれ,塚 原直也選
手 などを生み出した体操部の部長を歴任し,学 外では静岡大学,武 蔵大学の講師を務め,学 界
では日本会計研究学会評議員,社 会主義経営学会理事 として活躍 されました。
思えば,先 生 と木村栄吉教授 と小生の三人は,ほ ぼ同じ時期に同じ学部に就職 し,と もに同
僚 として会計学研究を継続 してきました。だが,木 村教授 はすでに他界 し,い ままた先生が商
学部を去られ ることは,惜 別の情を禁じえない一方で,時 の流れをつ くづ く感 じないわけには
いられません。
商学部教授会一同は,先 生の長年にわたるご功労に対する敬意 と感謝の気持ちをこめて,『明
ii
大商学論叢」を中村美智夫博士古稀記念号 として編纂しました。 ここに謹 んで本誌を先生 に献
呈する次第です。
最後 に,先 生が,今 後 とも末永 くご健勝 にて過 ごされますことを祈念いた します。
2000年1月 吉 日
商学部長 森 章
